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「理論」と「論理」
――「論理」の特徴づけについて一―
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徹)tl,… tμ(j)が項ならば fj(tl,…・, t胸))も頂である。
仙0上の(1),伍)の仕方でつくられる記号列のみが項である。



















馴      ?(      2(
債うt一fす (tl,…t約)のとき,t[a]一fす (tl[a],…,tぷ瓦 a])
同時に,述語記号・関数記号はそれぞれA上の(集合論的対応物としての)関係・関数として解釈さ





















































































































推論内部には, トー トロジーとして平板になされた描写では顕在化できないある種の “内的構造"
があるのである。実際,われわれは次のようにディレンマの推論を行う筈である :
30  田
















































































































































































































































































































































なら, 9(渚(φAの⇔則佑φかつ?(信ψという形で対象言語である “八"をメタ言語 “かつ"で説明
することの中に同様の論点先取があるからだ。しかし,この「論点先取」という批判は言語レヴェルの
違いを無視して初めて主張しうることである。従ってその点を押し進めて行けば,対象言語の“□"






























































(9)Dummett Op cit p 432
10Dummett op cit p 433
t,Praw ttz[1971],[1972],[1973],[1974],[1981]参照。以下の論点はこれら一連のPlawitzの論文に負う。
42田 畑 博 敏
10Gentzen[1935]参照。
10ヒルベルトのプログラムに連なる,数学をその堅固な有限的部分に還元する,という仕事に応用するのを目的とし,























00最近PeacOckがメタレヴェルで “□"が働 く真理論を考案したという。Cf MCGinn[1980],藤村 [1982]の註 (22)。     (
①様相論理の発展を概観したものとしてMarcus[1981]参照。
0りたとえば藤村[1982],Hacking[1979]?V参照。またQuineも依然として様相論理には批判的である。Quine[1981]
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